
地域医療構想の策定状況について

【47都道府県の病床機能報告・地域医療構想の病床⽐較】

急性期
40.1万床(34％)

回復期
37.5万床(31％)

⾼度急性期
13.1万床(11%)

慢性期
28.4万床(24％)

【2025年の病床の必要量】
合計 119.1万床

急性期
59.3万床(48％)

⾼度急性期
16.9万床(14%)

慢性期
35.4万床(28％)

【⾜元の病床機能報告】
合計 124.5万床

回復期
12.9万床(10%)

約30％
縮減

約191％
増加

在宅医療等
約30万⼈

療養病床
34.1万床

⼀般病床
100.6万床

【2013年の許可病床数】
合計 134.7万床

89.1万床
90.7万床

※ 約2.6万床が未報告
（平成27年度病床機能報告）

○ 今後も少⼦⾼齢化の進展が⾒込まれる中、患者の視点に⽴って、 どの地域の患者も、その状態像に即した適切な医療を適切な場所で受
けられることを⽬指すもの。このためには、医療機関の病床を医療ニーズの内容に応じて機能分化しながら、切れ⽬のない医療・介護を
提供することにより、限られた医療資源を効率的に活⽤することが重要。

○ こうした観点から「地域医療構想ガイドライン」を踏まえ、２８年度末までに、全都道府県において、将来必要となる病床数の⽬標に係
る地域医療構想を策定を⾏った。この地域医療構想の中で、病床機能（⾼度急性期・急性期・回復期・慢性期）の別に、都道府県が⼆次
医療圏等ごとに必要病床数の推計を⾏っている。
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